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６
月
１
〜
３
日
ま
で
横
浜
で
開
催
さ
れ
た

「
第
５
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｖ
）」。そ
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ

レ
ッ
ジ（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）」を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
し
た
。Ｕ
Ｈ
Ｃ
と
は
、す
べ
て
の
人
々

が
、必
要
な
時
に
必
要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
費
用
を
心
配
せ
ず
に
受
け
ら
れ
る
シ
ス

テ
ム
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

近
年
、急
速
な
成
長
を
遂
げ
る
ア
フ
リ
カ

で
す
が
、一
方
で
、貧
富
の
差
の
拡
大
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。過
去
10
年
間
で
妊
産
婦
や

５
歳
未
満
の
子
ど
も
の
死
亡
数
は
大
幅
に
減

っ
た
も
の
の
、貧
し
い
世
帯
に
と
っ
て
医
療
費

の
負
担
は
大
き
く
、い
ま
だ
多
く
の
人
々
に
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
い
な
い
状
況

で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
で
は
、セ
ネ
ガ
ル
の
コ

ル
・
セ
ッ
ク
保
健
・
社
会
大
臣
と
ガ
ー
ナ
の
ニ

ョ
ナ
タ
ー
前
保
健
サ
ー
ビ
ス
総
裁
が
、自
国
で

の
保
健
行
政
の
地
方
分
権
化
や
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
モ
デ
ル
の
推
進
、健
康
保
険
の
カ
バ

ー
率
向
上
な
ど
、Ｕ
Ｈ
Ｃ
達
成
に
向
け
た
取
り

組
み
と
課
題
を
紹
介
。続
い
て
ナ
イ
ロ
ビ
大
学

の
ム
ワ
ブ
教
授
、ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
の
ツ
ァ

オ
保
健
課
長
の
発
表
後
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
杉
下

智
彦
国
際
協
力
専
門
員
が
、保
健
行
政
に
携

わ
る
人
材
の
質
を
向
上
さ
せ
、関
連
す
る
シ

ス
テ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
強
化
す
る
必
要

性
を
発
表
し
ま
し
た
。
会
場
の
参
加
者
か
ら

は
、「
Ｕ
Ｈ
Ｃ
に
予
防
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
も
含

め
る
べ
き
」、「
サ
ー
ビ
ス
の
カ
バ
ー
率
向
上
と

と
も
に
、質
も
上
げ
る
必
要
が
あ
る
」、「
ド
ナ

ー
で
は
な
く
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
政
府
自
身
で

予
算
を
確
保
す
べ
き
」と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
の
総
括
と
し
て
登
壇
し
た
チ

ャ
ン
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）事
務
局
長
、

オ
シ
ョ
テ
ィ
メ
イ
ン
国
連
人
口
基
金（
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
）事
務
局
長
、武
見
敬
三
参
議
院
議
員

は
、Ｕ
Ｈ
Ｃ
達
成
の
た
め
に
は
、各
国
の
主
体

性
は
も
ち
ろ
ん
、そ
の
取
り
組
み
を
側
面
か
ら

支
援
す
る
開
発
援
助
の
役
割
が
重
要
で
あ
る

と
指
摘
。さ
ら
に
、国
民
皆
保
険
制
度
の
導

入
後
、50
年
以
上
Ｕ
Ｈ
Ｃ
を
維
持
し
て
い
る
日

本
の
経
験
を
活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
強
調

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
小
渕
優
子
財
務
副
大
臣
は
、「
日

本
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
や
他
の
援
助
機
関
と
協

力
し
て
Ｕ
Ｈ
Ｃ
を
推
進
し
、健
康
で
安
心
し

て
過
ご
せ
る
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
く
」と
述
べ
、保
健
分
野
で
低
金
利
の
円

借
款
を
適
用
し
、積
極
的
に
支
援
を
進
め
る

こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

アフリカで日本の経験を生かした保健医療サービスを実現

夏休みは国際協力についてエッセイを書こう！

01

03　「世界の人びとのためのＪＩＣＡ基金」の活動を募集中！

UHCの実現に向け、TICAD Vではアフリカ関係
者と活発な議論が交わされた

JICAの支援で保健マネジメントの強化が進めら
れているケニアの診療所 （撮影：佐藤浩治）

JICA基金を活用した奨学金を受けているケニア
のスラムの若者たち（写真提供：NPO法人アマ
ニ・ヤ・アフリカ）

　

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）の
達

成
に
向
け
て
、一
般
の
皆
さ
ま
か
ら
の
寄

付
を
通
じ
て
、開
発
途
上
国
の
人
々
を
支

援
す
る「
世
界
の
人
び
と
の
た
め
の
J
I

C
A
基
金
」。現
在
、本
基
金
を
活
用
し
た

途
上
国
で
の
活
動
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

募
集
期
間
：
７
月
11
日（
木
）〜
８
月
23

日（
金
）必
着

対
象
と
な
る
活
動
：
途
上
国
・
地
域
に
お

け
る
貧
困
削
減
や
人
々
の
生
活
改
善
・
向

上
に
直
接
的
に
貢
献
し
得
る
現
地
で
の
活

動
で
、す
で
に
実
施
中
の
活
動
を
よ
り
充

実
・
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
、ま
た
は
そ

の
事
業
を
他
地
域
へ
普
及
す
る
取
り
組

み
。

支
援
金
額
：
１
案
件
当
た
り
１
０
０
万
円

を
上
限
。

選
考
方
法
：
書
類
選
考
後
、運
営
委
員

会
で
の
審
議
で
決
定
。

Ｅ
メ
ー
ル
：tatpac-kifugyom

u@
jica.

go.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
8
0
0-

1
0
0-

5
9
3
1

（
フ
リ
ー
コ
ー
ル
／
平
日
10
時
〜
12
時
半
、

13
時
半
〜
17
時
）

　
「
J
I
C
A
国
際
協
力
中
学
生
・
高
校

生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」は
、次
世
代
を

担
う
全
国
の
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象

に
、開
発
途
上
国
の
現
状
や
日
本
と
の
関

係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、国
際
社
会
の

中
で
一
人
一
人
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ

き
か
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

　

身
近
な
生
活
の
中
に
も
た
く
さ
ん
あ

る
世
界
と
の
つ
な
が
り
。
学
校
の
授
業
、

友
達
と
の
会
話
、地
域
で
の
出
会
い
、本

や
新
聞
、テ
レ
ビ
を
通
し
て
知
っ
た
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
な
ど
、自
由
な
題
材
で
あ
な

た
の
思
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
テ
ー
マ
：「
世
界
と
日
本
の
幸
せ
の

た
め
に
―
私
が
し
た
い
こ
と
、す
べ
き
こ

と
―
」

応
募
締
め
切
り
：
９
月
13
日（
金
）当
日

消
印
有
効

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
：
〒
１
０
２-

０
０

８
２　

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
23-

３ 

日
本
生
命
一
番
町
ビ
ル
５
階

（
公
社
）青
年
海
外
協
力
協
会
内「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ

イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
３
」係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３-

３
５
５
６-

５
９
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３-

６
２
６
１-

０
２
５
９

Ｅ
メ
ー
ル
：jica.essay@

joca.or.jp




